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麻
酔
科

医学部
卒後年数 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年

麻酔科
専門研修

プログラム

横浜市北部病院
手術麻酔

横浜市北部病院
手術麻酔ほか

横浜市北部病院
または

昭和大学病院・
連携施設

手術麻酔・
ペイン・ＩＣＵ

横浜市北部病院
または

昭和大学病院・
連携施設

専門医試験対策
手術麻酔・

ペイン・ＩＣＵ

横浜市北部病院
または

連携施設
専門性の高い研

修

横浜市北部病院
または

連携施設
専門性の高い研

修

★標榜医取得 ★専門医取得

オーダーメイドで研修を構築

【研修の流れ】
昭和大学横浜市北部病院から研修を始めます。1年目は手術麻酔に必要な基本的手技と専門知識を指導医のもとで習得し
ます。2年目にかけて重症患者や緊急手術の周術期管理、特殊症例（心臓外科、胸部外科、脳神経外科、帝王切開、小
児手術）の周術期管理を指導医のもとに実施します。後半2年は横浜市北部病院では症例数の少ない特殊症例や将来専攻
したい分野に合わせてオーダーメイドで研修を組み立てます。専門特化した関連病院へのローテーション、臨床研究、学
会発表などさまざまな選択肢があります。

【取得できる資格】
2年で学会認定医と麻酔標榜医が取得できます。4年で麻酔科専門医が取得できます。心臓血管麻酔専門医、集中治療専
門医、ペインクリニック学会専門医などのサブスペシャルティは麻酔科専門医取得以降となりますが、取得前から専門特化
した研修を受けることができます。

【年次ごとの専門研修計画】
1年目：横浜市北部病院にて、手術麻酔の基本的な技術・知識を習得します。さらに、指導医とともに胸部、脳神経、小児、
産科などの特殊症例の経験も積みます。カンファレンス、症例検討会、抄読会、セミナーなどが定期的に開催されています。

日本麻酔科学会指導医 5 名 日本ペインクリニック学会専門医 1 名
日本麻酔科学会専門医 9 名 日本慢性疼痛学会慢性疼痛専門医 1 名
日本心臓血管麻酔専門医 2 名 日本小児麻酔学会認定医 1 名

各種学会認定専門医数 各種学会施設認定
日本麻酔科学会　
麻酔科認定病院
日本ペインクリニック学会　
指定研修施設

日本心臓血管麻酔学会　
心臓血管麻酔専門医認定施設
日本緩和医療学会　
認定基幹施設

麻酔科
昭和大学横浜市北部病院麻酔科専門研修プログラム

研 修 期 間 4年 基 幹 施 設 昭和大学横浜市北部病院

教授 信太 賢治

昭和大学横浜市北部病院　
外科系診療センター麻酔科

問い合わせ先 担当者 田畑 春美　TEL 045-949-7294　FAX 045-949-7365　E-mail anesthe@med.showa-u.ac.jp

統括責任者

来たれ、未来の専門医！！

■昭和大学横浜市北部病院麻酔科は、麻酔学の基本的な知識技
術を習得後、ハイリスク症例など専門性の高い麻酔管理の研修
を行います。前半の2年間は主に横浜市北部病院で研修を行い
ます。各専攻医に対して均整のとれた質の高い教育を行うこと
を目指しています。

■横浜市北部病院におけるコースの魅力は、手術麻酔では外科系
各科の豊富な症例数があるため、当院だけでも麻酔科専門医試
験に必要な症例数（600例以上、そのうち小児、帝王切開、心
臓血管、胸部外科を含む）を担当することができます。そのた
め1･2年目は、横浜市北部病院を中心に研修を行います。3年
目は、病院ごとの手術症例の違いやサブスペシャルティとして

の集中治療やペインクリニックの研修を含めて、昭和大学麻酔
科をはじめとした連携病院でローテーションを行います。4年目は、
各専攻医の希望を重要視しますが、専門医試験に備えて横浜市
北部病院で再度研修を行うことを基本としています。5年目以降
は、より専門性の高い領域の研修を目指します。

専攻医育成コースの概略

専門医、指導医、施設認定、関連施設 主な専門研修連携施設
昭和大学病院　
東京都済生会中央病院　
湘南鎌倉総合病院　
湘南藤沢徳洲会病院　
岡山大学病院　
小倉記念病院　
昭和大学藤が丘病院　
昭和大学江東豊洲病院　

荏原病院　
東京都立小児総合医療センターなど

専門研修指導医数

11 名
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専攻医からのメッセージ

麻酔科の医局の雰囲気について
当麻酔科の最大の魅力は医局の雰囲気の良さです。上級
医との距離が近く、多くのスタッフがお互いのことを尊敬
し合い、専攻医一人一人の教育に熱心に取り組んでいます。
時には仕事のことだけではなく、医局員のプライベートな
相談にも家族のように真剣に話し合うこともあります。ま
た出産、子育てなどと両立している女性医師も多く、時短
勤務など柔軟な働き方を提案できる温かい医局です。定

専攻医の１週間
月 火 水 木 金 土 日

午前

8:00～
カンファレンス

8:00～
カンファレンス

8:00～
カンファレンス 明け 研究日 ペイン外来 休み

8:30 ～
手術室

8:30 ～
手術室

8:30 ～
手術室

午後
手術室 手術室 手術室 明け 研究日 休み 休み

術前・術後回診 術前・術後回診 術前・術後回診
当直

プログラムの魅力　

2年目：手術麻酔の基本的診療能力の向上に加えて、指導医のもと心臓血管外科を経験します。経食道心エコーも同時に
習得できます。さらに学会・研究会への参加・発表を通じて専門知識の強化を図ります。
3年目以降：手術麻酔では基本的に1人で周術期管理することを目指します。合併症のある患者、重症患者でも自ら主体
性を持って臨むように指導します。また、ペインクリニック、緩和ケア、集中治療、無痛分娩などの各分野での知識・技
術を習得します。横浜市北部病院だけでは学べない領域があれば、個人の技量や希望に合わせて大学病院や関連施設で
研修を行います。論文作成も指導します。

【学位取得・留学について】
当初から学位取得を目指す場合は、昭和大学の大学院（博士課程「甲」）に進学することをお勧めします。横浜市北部病
院の専攻医プログラムを選択した後、学位取得を希望する場合は改めて大学院に進学する「甲」か、学位論文を提出して
学位審査を行う方法「乙」があります。国内外の留学についても積極的に支援しています。

期的にイベントも開催しており、特に麻酔科の忘年会には、
200人を超える病院スタッフが集まり、食事会を通して病
院としての連帯感が生まれ、科を超えたチーム医療をより
円滑に行えることに貢献しています。昭和大学歯科病院歯
科麻酔科と連携しており、歯科麻酔科の先生方も医局員と
して一緒に診療にあたっています。口腔外科や障害者歯科
治療の麻酔は当科の特徴の一つとなっています。

私は横浜市北部病院のアットホームな雰囲気に惹かれて入局を
決めました。横浜市北部病院では豊富な症例を偏りなく、幅広
く経験することができます。専門性の高い心臓外科や小児外科、
脳外科、呼吸器外科などを学べる機会も多く、充実した日々を
送っています。普段の麻酔だけでなく、学会発表や論文など手
厚く指導していただいています。恵まれた環境で切磋琢磨でき
る同期と日々楽しく麻酔を学んでいます。

2022年度専攻医

梅谷 侑未
出身大学
東海大学
臨床研修病院
厚木市立病院

手術件数の多い横浜市北部病院では幅広い症例・手技が経験
できます。上級医の先生方が手厚く指導してくださり、不安な
ことはいつでもどんなことでも相談できる環境なので、安心し
て麻酔を学ぶことができます。有資格者が多数いる環境は刺激
的で、成長を喜んでくれる環境が魅力的で、私はこの医局で学
ぶことに決めました。オペレーターや看護師さんとのコミュニケー
ションも多く、雰囲気の良い手術室も魅力的です。

2023年度専攻医

佐々木 信英
出身大学
昭和大学
臨床研修病院
昭和大学横浜市北部病院

臨床研修で当院麻酔科をローテートした際に、患者さんにとっ
てより良い麻酔を実践するために日々尽力する指導医の先生方
の姿に惹かれ、本プログラムを選択しました。当院では一般外
科から循環器や呼吸器、産婦人科を含めた多彩な症例を経験す
ることができます。入局から2カ月経ちますが、手厚いご指導
のもとで、学びの多い充実した毎日を送っています。

2023年度専攻医

遠藤 有彩
出身大学
昭和大学
臨床研修病院
昭和大学藤が丘病院

横浜市北部病院の麻酔科に入局してから1年経過し、振り返っ
てみると初期研修医のころの自分が想像していた以上に充実し
た日々を過ごしていると思います。手術麻酔においては、一般
的な症例はもちろん、心臓血管外科や小児外科、呼吸器外科
などより専門的な知識を必要とする症例も数多く経験すること
ができました。上級医の先生方はゼロから丁寧に教えてくださり、
疑問に思ったことはすぐに質問できる環境にあるため、学びの
多い毎日です。また、ペインクリニックや無痛分娩を経験する
機会もいただけるため、手術麻酔だけにとらわれずにさまざま
な分野への知識を深めることができます。周りにいる頼もしく
てついていきたくなるような上級医の先生や先輩方、たくさん
支え合ってきた同期、やる気のある後輩たちのおかげで、失敗
して落ち込むことがあっても、次の麻酔に活かして頑張ろうと
思える素敵な環境です。麻酔科に興味がある方はぜひ見学にい
らしてみてください。

2022年度専攻医

平木 伶奈
出身大学
東北大学
臨床研修病院
独立行政法人国立病院機構
東京医療センター
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病理
昭和大学医学部病理専門研修プログラム

研 修 期 間 3年 基 幹 施 設 昭和大学病院

教授 矢持 淑子

昭和大学病院　
臨床病理診断科

問い合わせ先 担当者 塩沢 英輔　TEL 03-3784-8122　FAX 03-3784-2959　E-mail shiozawa@med.showa-u.ac.jp

統括責任者

各種学会認定専門医数

日本病理学会病理専門医 7 名
日本臨床細胞学会細胞診専門医 4 名
日本病理学会分子病理専門医 2 名

各種学会施設認定
日本病理学会　
日本臨床細胞学会

専門研修指導医数

日本病理学会病理専門医研修指導医 4 名
日本臨床細胞学会教育研修指導医 1 名

主な専門研修連携施設
昭和大学藤が丘病院　
昭和大学横浜市北部病院　
昭和大学江東豊洲病院　
聖路加国際病院　

東京都保健医療公社豊島病院　
国際親善総合病院　
戸塚共立第1病院　
川崎協同病院　

プログラム概要

■昭和大学病院臨床病理診断科を基幹施設とする専門研修プログ
ラムでは、豊富な指導教員による充実した指導と多彩な症例を
経験することにより、安定して確実な診断を行える技能を習得

することに重きを置いている。一人の専攻医を常に複数の指導
医が指導・評価を行うことにより、専攻医の技能習得状況を正
確に把握しながら、適切な症例数を偏りのない内容で提供する

ことが可能であり、各専攻医を信頼に足る病理専門医に確実に
育てることを目指している。

本プログラムでは基本的に専攻医は大学院に進学し、大学
院生として病理研修と解剖をしながら研究も行うスタイル
となっている。このスケジュールで各病院での研修と大学
での研究を並行して進めるため、無理なくプログラムを消

大学院コース

医学部
卒後年数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年

病理専門研修
プログラム 臨床研修 基幹施設 連携施設Ａ 連携施設Ｂ 基幹施設

専攻医育成コースの概略

専門医、指導医、施設認定、関連施設

汐田総合病院　
浴風会病院　
小田原市立病院

化できる内容構成となっている。1年目から充実した研修
を行い、2年目、3年目で大学院生としての研究を進める
とともに、しっかりとした病理研修を行う。代表的なプロ
グラムのパターンを下記に記す。
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専攻医の１週間
月 火 水 木 金 土 日

午前
臓器切り出し 臓器切り出し 臓器切り出し 臓器切り出し 臓器切り出し

午後

症例検討
症例検討 症例検討 解剖臓器観察 症例検討 症例検討

医局会

プログラムの魅力　

専攻医からのメッセージ

昭和大学病院臨床病理診断科では、大学病院ならではのさまざ
まな症例が経験できます。また、診断業務だけでなく病理解剖
やCPCも積極的に行っていますが、いずれにおいても指導医
からフィードバックを受けられる体制が整っています。医局内は
温和な雰囲気で過ごしやすい環境でちょっとした相談もしやすく、
充実した研修を送ることができます。

2024年度専攻医

中山 真悟
出身大学
琉球大学
臨床研修病院
社会医療法人財団石心会 
埼玉石心会病院

医局の雰囲気・方針
当教室は診断業務および剖検業務を主体とする科
です。比較的時間に融通がつけられる職場であり、
女性医師も多く、男女ともに子育てしながら仕事を
することが十分に可能です。３年間のプログラムで
病理専門医受験のための病理解剖数、組織・細胞
診断数、迅速診断数は十分に確保できます。直近
１０年での専門医試験受験者はすべて合格しており、
各施設でさらなるステップアップをしています。学
術的にも病理学的な研究を主として各種学会発表

を積極的に行っています。もちろん国内および国
外留学も積極的に推奨しており、スタッフは全員、
研究や診断に関する欧米の留学経験を持っていま
す。各臨床科の幅広く多様な疾患に関与・対応す
る業務ですので、各科担当医と積極的にコミュニケー
ションをとり、また医局内でdiscussionをしつつ
診断を進めることが必要となります。いろいろな疾
患に興味を持ち対応できる積極性のある人材を求
めます。

パターン①
1年目：基幹施設 
2年目：連携施設1群 
3年目：基幹施設＋連携施設2群（週3日）
1年目に基幹施設、2年目に1群連携施設で基本的手技を学び、さらに3年目
で基幹施設およびほかの連携施設2群を経験することにより多くの症例を身
に付けることが期待できる。3年目以降、基幹施設の大学院で研究活動も同
時に行える。

パターン②
1年目前半：基幹施設 
1年目後半：基幹施設＋連携施設1群（週1日）
2年目：基幹施設＋連携施設2群（週2日） 
3年目：基幹施設＋連携施設3群（週1日）
連携病院の1群～3群までを経験できるパターン。1年目に基幹施設と 1群連
携病院で基本的手技を学ぶことにより、より広い視野を身に付けることが期
待できる。2年目以降、基幹施設の大学院で研究活動も同時に行える。

パターン③
1年目：基幹施設 
2年目：基幹施設＋連携施設1群（週1日） 
3年目：基幹施設＋連携施設2群（週1日）＋連携施設3群（週1日）
1年目は基幹施設で基本手技を身につける。2年目以降は基幹施設での研修
を中心に、2年目は1群、3年目は2群連携施設での研修を加え、幅広く豊富
な症例を経験することができる。2年目以降、基幹施設の大学院で研究活動
も同時に行える。
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臨床検査
昭和大学臨床検査専門研修プログラム

研 修 期 間 3年 基 幹 施 設 昭和大学病院

准教授 安原 努

昭和大学病院　
臨床病理診断科（臨床検査）

問い合わせ先 担当者 安原 努　TEL 03-3784-8577　FAX 03-3784-4927　E-mail rinbyou@med.showa-u.ac.jp

統括責任者

各種学会施設認定
日本臨床検査医学会

主な専門研修連携施設
昭和大学横浜市北部病院　
東京都健康長寿医療センター

専門研修指導医数

2 名臨床検査医学会認定 臨床検査専門医 1 名
臨床検査管理医 1 名

各種学会認定専門医数

プログラム概要

■�臨床検査はEBM（Evidence Based Medicine）における客
観的な指標として、診療にかかせません。臨床検査の全般にお
いて、その品質の向上と維持に努め、適切かつ信頼性の高いサー
ビスを通して良質で安全な患者診療に貢献する専門医が臨床検
査専門医です。そのような専門医を育成すべく、本プログラム
においては指導医が教育・指導にあたります。本プログラムで

の研修後に、臨床検査の基礎医学的背景、方法論、臨床的意
義を十分に理解し、それをもとに医師をはじめほかのメディカル
スタッフと協力して適正な医療の実践に貢献することになります。

1�専攻医が臨床検査に関する知識、技能を習得すること。
2�専攻医が臨床検査を通して診療に貢献すること。
3�専攻医が臨床検査の研究法を習得すること。

4�専攻医が医師として適切な態度と高い倫理性を備えることにより、
患者・メディカルスタッフに信頼され、プロフェッショナルとし
ての誇りを持つこと。

5�臨床検査専門医の育成を通して国民の健康・福祉に貢献すること。

専門医、指導医、施設認定、関連施設
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・院内感染対策のための分子疫学研究が可能です。
・遺伝子・核酸検査を習得できます。
・検査から多角的に疾患に触れることができます。

プログラムの魅力

昭和大学病院を基幹研修施設とした3年間の臨床検査専門研修を行います。連携研修施設は東京都健康長寿医療センター
および神奈川県横浜市の昭和大学横浜市北部病院で、そこでは常勤あるいは非常勤の指導医の専門性を活かした研修を
してもらいます。

1年次～3年次
まず、1年次の前半3カ月間で昭和大学病院で臨床検査総論、一般検査と臨床化学を学び、臨床検査を専門とする心構え
を身につけることになります。一般検査と臨床化学の研修は実施も含めながら研修します。
その後、9カ月間は連携施設の昭和大学横浜市北部病院で指導医の指導のもと臨床検査全体を研修します。
2年次には昭和大学病院に戻り、まず臨床血液学の研修を行います。骨髄像の判読を身につけ、同検査の報告書を作成す
ることを以降の業務とします。
3年次には臨床化学、臨床微生物学、遺伝子関連検査学、臨床免疫学・輸血学の検査を研修します。
研究は2年次から、指導医と話し合ってテーマを決めて始めます。倫理申請が必要となることが想定されますので、テー
マは早く決める必要があります。 研究のための時間を前に述べたスケジュールでは特別にとってはいませんが、指導医と
相談の上、随時決めることになります。
なお、2017年以降、昭和大学附属4病院のすべてにおいて、検体検査が外部委託となりました。検査の実際は、連携施
設と研究室で研修します。

医学部卒後年数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年

昭和大学病院
臨床検査

プログラム
臨床研修

昭和大学病院、
東京都健康長寿医療センター、

昭和大学横浜市北部病院

研究開始

専攻医育成コースの概略
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医学部卒後年数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年

救急科
専門研修プログラム 臨床研修 基幹施設 連携施設

A
連携施設

B

基幹施設

大学院コース

サブスペシャルティ領域
の専門医連動コース

卒後1年次より入学 学位取得

卒後3年次より入学 早期学位取得

救急科
昭和大学救急科専門研修プログラム

研 修 期 間 3年 基 幹 施 設 昭和大学病院

教授 土肥 謙二

昭和大学病院　
救命救急科

問い合わせ先 担当者 土肥 謙二　TEL 03-3784-8744　FAX 03-3784-6880　E-mail kdop@med.showa-u.ac.jp

統括責任者

専門研修指導医数

救急科専門医
（日本救急医学会
 認定指導医
 3 名を含む）

6 名

その他、内科 1 名

各種学会認定専門医数

日本救急医学会認定専門医 7 名 日本内科学会専門医 1 名
日本集中治療専門医 2 名 日本脳卒中学会専門医 1 名
日本脳神経外科学会認定専門医 1 名 日本頭痛学会専門医 1 名
日本整形外科学会認定専門医 1 名

日本救急医学会　
日本集中治療学会　
日本脳卒中学会　
日本神経救急医学会　
日本脳神経外傷学会ほか

各種学会施設認定 主な専門研修連携施設
昭和大学藤が丘病院　
昭和大学横浜市北部病院　
昭和 大学江東豊洲病院　
日本赤十字社医療センター　
東京都立多摩総合医療センター　
佐久総合病院（佐久医療センター）　
NTT 東日本関東病院　

東京共済病院　
東大和病院　
茨城西南医療センター　
秋田赤十字病院　
東京労災病院　
浦添総合病院　
東京慈恵会医科大学附属病院

プログラム概要

臨救急科専門研修の期間は3年となります。本研修プログラムに
よる専門研修によって、以下の能力を備えることができます。
1�当プログラムの救急患者数は日本有数であり多くの症例を経験

できます。ER型救急センターで、軽症から重症までさまざまな
傷病、緊急度の救急患者に対して適切な診療を行うことができ
るようになります。

2�重症患者に先端的な集中治療を行うことができるようになります。

3�病院前診療やドクターヘリなどについても関連施設で研修する
ことができます。

4�災害医療において指導的立場を取る（東京および日本DMAT
などの資格取得）ことができるよう研修します。

5�救急医療に関する教育指導を行うことができるようになります。
（各種コースへの参加や指導認定の取得など）

6�救急診療の科学的評価や検証を行えるように勉強会などを積極

的に行っています。
7�世界に通用する先端的な研究を行い学会や論文発表、さらには

最短での学位と専門医の両者の取得を目指せます。
8� 「働き方改革」を積極的に行っており、完全シフト制のために自

分の時間を確保できます。家庭や子育て、研究などとの両立が
可能です。

9�毎年多くの専攻医登録があり専門医試験合格率も100%です。

専門医、指導医、施設認定、関連施設

専攻医育成コースの概略
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・�年次計画としては、基本的診療能力（コアコンピテンシー）
に加え、ER・ICU・病院前救護・災害医療について、研
修1年目は基本的知識・技能、2年目は応用的知識・技能、
3年目は実践的知識・技能を修得するための研修を進め
ます。なお、これらは年次にこだわることなく、弾力的
に研修し、施設群の中で基幹施設・連携施設はどのよう
な組み合わせと順番でローテートしても、最終的に指導
内容や経験症例数に不公平がないように十分な配慮がな
されます。

・�個々の基本モジュールの内容を吟味した上で、基幹施設
あるいは連携施設のいずれの施設からの開始に対しても
対応できます。

【基本モジュールごとの研修期間】
①�重症救急症例の病院前診療・初期診療・集中治療診療

部門：12～24カ月
②ER診療部門：6～12カ月
③�臨床研修の研修領域、あるいは専門医取得以降の修練

希望領域に基づく他科研修：6カ月まで
④�オプションとしてドクターヘリ・災害医療研修：3カ月まで

・�地域医療の実状と求められる医療について学ぶため、地
域の救急医療機関において3カ月以上の救急診療を経験
することを原則としています。

・�専門研修期間においては、必須項目を中心に、それぞれ
の年次ごとに知識・技能のコンピテンシーの到達目標が
定められています。研修中には、コアコンピテンシー項
目と救急科領域の専門知識および技能について、専攻医
研修実績フォーマットに指導医のチェックを受け、形成的
評価を受けていただきます。

・�修了判定には、専攻医研修実績フォーマットに記載された
「経験すべき疾患・病態、診察・検査、手術・処置」の
すべての評価項目について自己評価および指導医等によ
る評価が基準を満たしている必要があります。判定は専
門医認定の申請年度に研修プログラム管理委員会におい
て、知識・技能・態度に関わる目標の達成度を総括的に
評価し総合的に判断します。大学院入学者については学
位取得に向けて臨床研修と研究を両立できるようにロー
テーションや研修施設を考慮します。

プログラムの魅力　

救急医の役割は救急診療や災害医療のみならず、
集中治療医学、病院前救護、医療スタッフや一般
市民向けへの教育などに拡大しています。そのよ
うな状況において日本における救急医の役割と存
在感はますます大きくなっています。その一方で全
国的にいまだ救急医は不足しており将来的にも救
急科専門医は生涯を通じて地域あるいは全国的に
リーダーとして活躍できます。昭和大学救急・災
害医学講座は次世代の日本の救急医が世界のフロ
ントランナーとして活躍していくために、優れた臨
床医であり、かつ世界に貢献する研究者である未
来の救急医の育成のために昨年度から新たな出発

をしました。また、昭和大学病院では救急応需率
100％を目標としており、2次救急3次救急ともに
実際95%以上の応需率を達成しています。救急搬
送台数も2次3次ともに全国的に有数の台数を誇っ
ています。昭和大学救急・災害医学講座では大学
病院として、そして地域救急医療の要として“断ら
ない救急医療”“完全シフト制の勤務体制”を達成
しており、家庭や育児との両立を目指す女性医師、
臨床研修と並行した研究活動や学位取得を目指す
医師を積極的に支援します。また、将来の留学な
どについても積極的に応援します。ぜひ、われわ
れと一緒にキャリアパスを実現していきましょう。

専攻医からのメッセージ

初期臨床研修のとき、先生方やコメディカルの方々の人柄にふれ、
働きやすい環境だと思い、昭和大学病院で専門研修を続けるこ
とにしました。関連病院を回り、手厚い指導を受けながら一次
救急から三次救急まで幅広い症例を経験しています。研修病院
が都内にある分、地域研修では秋田や沖縄、長野といった全く
異なる環境で、新しい経験ができるはずです。ベテランから若
手までシフト勤務で頻回にかかわるため、患者さんのことはも
ちろん、キャリアに関してなど気軽に相談できる良い環境だと
思います。一度見学に来ていただいて当科の雰囲気を感じてい
ただければと思います。皆さんにお会いできるのを楽しみにし
ています。

2022年度専攻医

永樂 学
出身大学
昭和大学
臨床研修病院
昭和大学病院

私は親の影響もあり元々精神科を志望してました。初期臨床研
修のときに、救命センターをローテーションして、すべてをやりきっ
た先にある奇跡の生還と厳しい現実、それでも希望を見失わな
い先輩たちの姿に感銘を受けて入局を決めました。当センター
の専攻医研修プログラムは、指導医のバックアップのもと早期
から実戦配備され、経験症例が膨大です。事実、私は専攻医1
年目の1年間でYMAT、東京DMATなどの出動経験は10件以
上に上り、学会発表は4回ほど経験しました。1・2次救急では
リーダー業務も行います。今年度は半年のドクターヘリ研修も
予定しております。救急医療はすべての専門科につながる医療
の基礎だと思います。当プログラムは必ず1人前に医師となれ
るプログラムだと思いますので、皆さんと一緒に働けるのを楽
しみにしております。

2023年度専攻医

富田 佳賢
出身大学
昭和大学
臨床研修病院
昭和大学藤が丘病院

救急医学への誘い
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日本形成科学会専門医 13名 日本抗加齢学会専門医 1名
形成外科領域指導医 2名 日本臨床皮膚外科学会認定医 1名
皮膚腫瘍外科指導専門医 5名 日本手外科学会専門医 1名
小児形成外科分野指導医 4名 日本手外科学会指導医 1名
再建マイクロサージャリー分野指導医 3名 乳房再建エキスパンダー・インプラント責任医師 7名
レーザー分野指導医 1名 VASER LIPO認定医 1名
日本創傷外科学会専門医 3名

専門医、指導医、施設認定、関連施設

各種学会施設認定
日本形成外科学会認定施設　
日本形成外科学会・乳房増大エキスパンダーおよびインプラント実施施設　
日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会・エキスパンダー実施施設　
同学会・インプラント実施施設

主な専門研修連携施設
昭和大学病院　
昭和大学病院附属東病院　
昭和大学藤が丘病院　
昭和大学横浜市北部病院　
昭和大学江東豊洲病院　
太田西ノ内病院　
前橋赤十字病院　
千葉県こども病院　
船橋中央病院　
東京労災病院　
東京逓信病院　
山梨県立中央病院　

聖マリア病院　
いまきいれ総合病院　
群馬県立小児医療センター　
東京臨海病院　
東京共済病院　
毛山病院　
ひたち医療センター　
高崎総合医療センター　
山梨赤十字病院　
習志野第一病院　
製鉄記念八幡病院　
荏原病院　

上都賀総合病院　
西尾市民病院　
熊本機能病院　
日立総合病院　
秋田赤十字病院　
藤枝市立総合病院　
熊本赤十字病院　
九州大学病院　
聖隷浜松病院　
NTT 東日本関東病院

6 名

専門研修指導医数

各種学会認定専門医数

形成外科
昭和大学形成外科研修プログラム

研 修 期 間 4年 基 幹 施 設 昭和大学藤が丘病院

教授 門松 香一

昭和大学藤が丘病院　
外科系診療センター形成外科

問い合わせ先 担当者 押川　TEL 045-974-6379　FAX 045-974-6379　E-mail keisei@med.showa-u.ac.jp

統括責任者

プログラム概要

■ �〈概要〉
昭和大学附属病院および連携施設群で、すべての形成外科専
門医カリキュラムを達成します。各施設の取り扱う疾患にはばら
つきがあるため、不足分を補うように施設間で異動を行います。
研修期間中は、臨床だけでなく基礎研究にも携わり、リサーチ

マイン ドを涵養します。また、積極的に国内外の学会での発表
を行い、世界に通じる発信力を身につけます。

■ �〈魅力〉
唇裂口蓋裂や乳房再建は、日本でも有数の手術件数を誇ります。
また、当教室は毎年、アジア諸国や中近東、アフリカ等での海

外医療支援を行い、多数の手術を行っています。研修医はこれ
らに参加することで、医療に関して広い視野を身につけること
ができます。
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当教室では研修期間を、以下の3つの期間に分けて考えて
います。
・プレレジデント期間：卒後2年目まで
　�臨床研修医、医学部生を対象とした見学会を随時行って

います。希望者は、月・水・金に行われている各講師陣
による昭和大学の学生向けの講義に参加することも可能
です。昭和大学藤が丘病院での研修を選択した場合は、
研修期間中から形成外科を最低1カ月以上研修期間に割
り当てることが可能です。また年に数回は豚皮を用いた
縫合、マイクロサージャリー、顔面骨骨折治療のハンズ
オンセミナーを開催しておりますので、奮ってご参加く
ださい。

・レジデント期間：卒後3年目～7年目まで
　�当教室は、36の連携施設を有しています。昭和大学藤

が丘病院および複数の連携施設で、すべての形成外科
専門医カリキュラムを達成することを目標にします。た
だし、それぞれの施設には取り扱う疾患の分野にばらつ

きがあるため、不足分を補うように施設間での異動を行
います。採用人数の状況にもよりますが、およそ1年お
きに施設を異動し、顔面骨骨折の多い施設、先天性疾
患の多い施設、熱傷治療を得意とする施設などを経験す
ることで、最短期間で専門医資格を取得できるよう指導
します。

　�昭和大学の連携施設では、専門医取得に必要な症例が
十分に経験可能であり、これまでに、4年間の専門研修
を修了後に、経験症例が足りずに受験資格を得られなかっ
た教室員は皆無です。

・�ポストレジデント期間：卒後8年目以降、専門医資格取得
後2年間関連施設で部長研修やそれに準じた研修を行い
ます。一般形成外科、先天奇形、マイクロサージャリー、
クラニオフェイシャルサージャリー、手外科など、専門医
資格取得後に、専門性を高めるための必要な技能や、病
院内におけるマネジメントなどを学びます。

医学部
卒後年数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年

昭和大学
形成外科
専門研修

プログラム

臨床研修
基幹施設
および

連携施設

基幹施設
および

連携施設

基幹施設
および

連携施設

基幹施設
および

連携施設

専門医
資格取得

大学院コース

ポストレジデント期間
（部長研修・

サブスペシャルティ
領域などの専門医取得）

専攻医育成コースの概略

プログラムの魅力　

当教室は、1968年に開設され日本でも長い歴史
の間形成外科診療およびその発展に寄与してきまし
た。主診療拠点は神奈川県横浜市の昭和大学藤が
丘病院ですが、そのほかの附属３病院でも形成外
科診療を行っております。また大学直属の機関とし
て「昭和大学口唇口蓋裂センター」が形成外科内
に開設されており年間500例前後の口唇口蓋裂手
術は全国でも類を見ない件数です。昭和大学病院
をはじめ附属病院では乳房や手足の再建を数多く

専攻医からのメッセージ

昭和大学形成外科は日本でも有数の手術件数を誇っており､ さらに
関連施設が多いためさまざまな症例を経験できます｡ 昭和大学で学
ばれた多くの専門医や指導医が在籍されており手術や診療で手厚い
指導が受けられますので､ やる気のある方にとってはとても良い研
修環境だといえます｡ また医局はさなざまな大学の出身者が集まっ
ており､ 形成外科に興味のある先生はぜひ見学に来てください。

2022年度専攻医

松浦 聡司
出身大学
関西医科大学
臨床研修病院
西尾市民病院

昭和大学形成外科は、関連施設が全国に多くあり、様々な場所で経
験を積むことができます。また、医局人数も多いため、多くの人と
出会い、人脈を広げることができます。若手のうちから執刀できる
機会が多く、早くから技術を磨けるのも魅力の一つです。大学病院
では口唇口蓋裂などの先天異常や乳房再建の手術が多く、専門性
を深めることができます。一方、地方病院では外傷を中心とした手
術を学べるので、幅広い症例に対応する力が身につきます。充実し
た研修環境で、しっかりとキャリアを築きましょう。
皆さまと一緒に働けること楽しみにしています。

2022年度専攻医

今田 陽
出身大学
杏林大学
臨床研修病院
沖縄県立北部病院

手掛けております。当教室は、学内外に開かれた
オープンな雰囲気からこれまでの入局者は351人
を超え、輩出した専門医の数は284人に及びます。
また海外からも常に留学生が訪れており、国際色
豊かな環境です。都内および全国各地に数多くの
連携施設をもち、研修医は、各施設で豊富な臨床
経験を積むことができます。

（令和6年4月1日現在）

昭和大学形成外科の特徴
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各種学会施設認定
日本リハビリテーション医学会

主な専門研修連携施設
【昭和大学関連】
昭和大学病院・東病院　
昭和大学藤が丘病院　
昭和大学江東豊洲病院　
昭和大学横浜市北部病院

各種学会認定専門医数

リハビリテーション科専門医 7 名 リハビリテーション科認定医 7 名

専門研修指導医数

リハビリテーション科専門研修指導医 5 名

【神奈川県】
町田慶泉病院　
横浜旭中央総合病院　
新横浜リハビリテーション病院　
港北ニュータウン診療所（生活期）

【東京都】
初台リハビリテーション病院　
牧田リハビリテーション病院　
大田病院（生活期）　
森山リハビリテーションクリニック（生活期）

【千葉県】
船橋市立リハビリテーション病院

【山形県】
三友堂リハビリテーション病院

【長野県】
佐久総合病院

リハビリテーション科
昭和大学リハビリテーション科専門研修プログラム

研 修 期 間 3年 基 幹 施 設 昭和大学藤が丘リハビリテーション病院

教授 川手 信行

昭和大学藤が丘
リハビリテーション病院　
リハビリテーション科

問い合わせ先 担当者 川手 信行　TEL 045-974-2221　E-mail rehab@med.showa-u.ac.jp

統括責任者

急性期・回復期・生活期すべてで活躍できるリハビリテーション科専門医の育成

■病気（先天性疾患を含む）や外傷、加齢などによる障害を予防・
診断・評価・治療するとともに、機能回復並びに活動性向上や
社会参加に向けた医療的支援を行うことのできる専門医の育成
と、急性期、回復期、維持期（生活）医療で、オールラウンド
に活躍できる専門医の育成ができるプログラムです。また、リ
ハビリテーション科専門医として、医療の第一線で活躍できる
医師の育成を目指し、たとえコンサルテーションされた患者でも、
主治医として患者を診ることのできる医師の育成を目指します。

昭和大学リハビリテーション医学講座には、大学院も設置され
ており、また、保健医療学部にはリハビリテーション・スタッフ
のための学科や大学院も設置されています。臨床に加えて、研
究・教育にも積極的に関与や参加が可能であり、臨床・研究・
教育の3拍子そろった医局です。医局には、昭和大学附属病院
に29名のリハビリテーション科医局員が在籍し、OB/OGが構
成する同門会と合わせると60名におよび、リハビリテーション
医学会では日本有数の大きな医局です。

■リハビリテーション医学は、人が生きてくうえで根幹となる『活動』
を診断・治療できる唯一の診療科です。普段、私たちが何気な
くできている活動は、さまざまな病気・外傷が原因で低下します。
また、たとえ病気や外傷が治癒しても活動制限で悩んでいる人
はたくさんいます。その人たちのために一緒にやっていきましょう。

ホームページURL：https://www10.showa-u.ac.jp/~rehabili/

専門医、指導医、施設認定、関連施設
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【研修プログラムに関連した全体行事の年度スケジュール】
 ４月 研修修了予定者：前年度の研修目標達成度評価報告用紙および経験症例数報告用紙を提出
　　 指導医・指導責任者：前年度の指導実績報告用紙の提出
 ５月 昭和大学研修プログラム参加病院による合同カンファレンス（講演会・症例検討：4カ月に1回開催）
 ６月  日本リハビリテーション医学会学術集会参加（発表）
 ９月  昭和大学研修プログラム参加病院による合同カンファレンス（講演会・症例検討：4カ月に1回開催）
　　  日本リハビリテーション医学会関東地方会参加（発表）  
11月 日本リハビリテーション医学会秋季学術集会参加（発表）
  1月 昭和大学研修プログラム参加病院による合同カンファレンス（講演会・症例検討：4カ月に1回開催）
  3月 研修目標達成度評価報告用紙と経験症例数報告用紙の作成（年次報告） 
　　  指導医・指導責任者：指導実績報告用紙の作成（書類は翌月に提出）

  昭和大学リハビリテーション科は、1991（平成3）
年に開設されました。まだ、リハビリテーション科
がめずらしい存在だった時代です。当時組織として
存在しない診療科に、「診療科がないのなら自分た
ちで作って行こう」と、1人さらに2人と若い医師が
集い、徐々に医局として体系ができ、開設されたと
いう歴史があります。
  リハビリテーション医学は、人が生きてくうえで根
幹となる『活動』を診断・治療できる唯一の診療
科です。普段、私たちが何気なくできている活動は、
さまざまな病気・外傷が原因で低下します。また、
たとえ病気や外傷が治癒しても活動制限で悩んで
いる人はたくさんいます。
　また、これからの日本社会は、2025年には団塊
の世代が75 歳を超え、未曾有の超高齢社会が到

プログラムの魅力　

〔プログラムの一例〕
専門研修1年目（主に基幹病院で主治医として）指導医の
助言・指導のもとに、基本的診療能力を身につけるとともに、
リハビリテーション科の基本的知識と技能（評価・検査・治療）
概略を理解し、一部を実践できることを目標にします。
専門研修2年目（昭和大学附属病院等でコンサルト医とし
て）基本的診療能力の向上に加えて、リハビリテーション
関連職種の指導にも参画します。基本的知識・技能に関し

ては、指導医のもと評価・検査・治療の大部分を実践でき、
専門診療科と連携し実際の診断・治療へ応用する力量を養
います。
専門研修3年目（コンサルト医・主治医として）指導医の監
視なしでも、評価・検査・治療について中心的な役割を果
たし、適切に判断し専門診療科と連携できる力を養います。

専攻医育成コースの概略

医学部
卒後年数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年

リハビリ
テーション科

専門研修
プログラム

臨床研修 基幹施設 連携施設
Ａ

基幹施設
連携施設

Ｂ

大学院コース

サブスペシャルティ領域などの
専門医連動コース

来します。急増していく高齢者や障害をもつ方々が
増える一方で、少子化が進んでいます。「活動」を
診断・治療できる唯一の診療科であるリハビリテー
ション医学への期待はますます大きくなっていきます。
しかし、日本でのリハビリテーション科専門医数は
まだまだ少ないのが現状で、十分なリハビリテーショ
ン医療が提供されていないのが現状です。日本中
の津々浦々、すべての病院や地域でリハビリテーショ
ン医学の恩恵が受けられる社会、これが私たちの
願いです。皆さんの若い力がこの診療科には必要
です。若い医師が自らの思いを語り合い、将来の
リハビリテーション医療のあり方や理想を追い求め
るための診療科・講座です。ぜひ、リハビリテーショ
ン科研修プログラムの扉を開いてみてください。

専攻医からのメッセージ

当プログラムは回復期リハビリテーションに興味がある方、在
宅医療に興味がある方にとって最適のプログラムと感じています。
働いているスタッフや医局の雰囲気がよく、教授を含めすべて
の先生方に気兼ねなく相談できる環境で、充実した日々を過ご
しています。同期も6人と、専攻医が増えている勢いのある診
療科です。関連病院も近く引っ越さずに研修できることもメリッ
トだと思います。少しでも興味のある方は一度見学にいらして
ください。お待ちしております。

2022年度専攻医

佐久間 香那
出身大学
山形大学
臨床研修病院
川口市立医療センター
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リハビリテーション科
昭和大学病院リハビリテーション科専門研修プログラム

研 修 期 間 3年 基 幹 施 設 昭和大学病院

教授 笠井 史人

昭和大学病院　
リハビリテーション科

問い合わせ先 担当者 笠井 史人　TEL 03-3784-8782　E-mail rehab@med.showa-u.ac.jp

統括責任者

リハビリテーション科専門医 6 名
リハビリテーション科認定医 5 名

各種学会認定専門医数

リハビリテーション科専門研修指導医 4 名

専門研修指導医数

日本リハビリテーション医学会

各種学会施設認定

【東京都】
昭和大学江東豊洲病院　
牧田リハビリテーション病院　
五反田リハビリテーション病院　
城南福祉医療協会大田病院　
森山リハビリテーションクリニック

主な専門研修連携施設
【横浜市】
昭和大学藤が丘リハビリテーション病院　
昭和大学横浜市北部病院　
昭和大学藤が丘病院　
港北ニュータウン診療所

【千葉県】
千葉リハビリテーションセンター

【山形県】
三友堂リハビリテーション病院

プログラム概要

■リハビリテーション科は、障害によって損なわれた個々の生活を
再構築させていく過程にさまざまな手段を用いてアプローチを
行い、障害を持ちながらも生きてゆく方々の自立を支える、生
活（暮らし）の部分にまで目を向けて医療を展開するユニーク
な診療科です。リハビリテーション医療は、急性期、回復期、
生活期障害にわたります。急性期には救命・集中治療と併行し
ながらも将来の社会復帰に向けてリハビリテーションを始動させ、
回復期には疾患によりもたらされた障害に専門病床で集中的に
取り組み、生活期は自宅や施設を含む生活圏に移ってからの医

療を担います。一般的な診療科はその中の一部分を切り取って
色濃くかかわることが多いのですが、当科はすべてのステージ
で患者さんに寄り添いながら、より良い生活（暮らし）を支え
ていきます。診療内容は運動器・脳神経系・呼吸器・循環器・
悪性腫瘍等広く診断治療にかかわり、住まい・生活用具の準備
からソーシャルワークに至るまでの総合診療となりますが、「生活

（暮らし）」に照準を合わせたスペシャリティの高さを併せ持つ
ところが特徴的と言えます。

■昭和大学病院は救命救急センターを擁する急性期病院ですから、
特に急性期リハビリテーションを中心に診療しています。現代の
リハビリテーションは発症後すぐに始まります。急性期には病名
も確かな治療法もまだ確定できない場合がありますが、それで
も患者さまが適した生活に早く戻れるように、回復期、生活期
を見据えてリハビリテーションを開始いたします。リハビリテーショ
ンの出発点から研修をはじめ、回復期・生活期診療へと豊富な
関連施設でじっくり学んでいただきます。

専門医、指導医、施設認定、関連施設

医学部卒後年数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年
リハビリ

テーション科
専門研修

プログラム
臨床研修 基幹施設 連携施設Ａ 基幹施設

連携施設Ｂ

大学院コース

サブスペシャルティ領域などの
専門医連動コース

専攻医育成コースの概略
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専攻医の１週間　1 年目専攻医（例）
月 火 水 木 金 土 日

午
前

脳血管・神経系
リハビリ回診

週休
摂食・嚥下

リハビリ回診
勉強会抄読会 病棟診療

コンサル
小児リハ外来 週休

嚥下造影検査

午
後

装具診
週休

病棟診療
コンサル

病棟診療
コンサル

ボツリヌス
治療外来

研究 週休
神経生理検査

専攻医からのメッセージ

これまで昭和大学には縁がありませんでしたが、他大出身の医
師も多く、出身によらず活躍できる病院だと思います。
当科は診療科長、医局長はじめ、上級医への相談の敷居がと
ても低く、専攻医へのサポートが充実しています。立地も良く、
東京都および横浜市内で研修を完結できることがポイントとな
り入局される方も多いです。
一緒に働ける日を楽しみにしています。

2022年度専攻医

小林 崇久
出身大学
筑波大学
臨床研修病院
筑波大学附属病院

【研修プログラムに関連した全体行事の年度スケジュール】
4月	 研修修了予定者：前年度の研修目標達成度評価報告用紙
	 および経験症例数報告用紙を提出
	 指導医・指導責任者：前年度の指導実績報告用紙の提出
5月	 昭和大学研修プログラム参加病院による合同カンファレンス
	 （講演会・症例検討：4カ月に1回開催） 
6月	 日本リハビリテーション医学会学術集会参加（発表）
8月	 昭和大学研修プログラム参加病院による合同カンファレンス
9月	 日本リハビリテーション医学会関東地方会参加（発表） 
11月	 日本リハビリテーション医学会秋季学術集会参加
12月	 昭和大学研修プログラム参加病院による合同カンファレンス
3月	 研修終了（3年目）
	 研修目標達成度評価報告用紙と経験症例数報告用紙の作（年次報告）（書類は翌月に提出）
	 指導医・指導責任者：指導実績報告用紙の作成（書類は翌月に提出）
	 日本リハビリテーション医学会関東地方会参加（発表）

〔プログラムの一例〕
【専門研修1年目（主に基幹病院で主治医として勤務）】指
導医の助言・指導のもとに、基本的診療能力を身につける
とともに、リハビリテーション科の基本的知識と技能（評価・
検査・治療）概略を理解し、一部を実践できることを目標
にします。

【専門研修2年目（昭和大学藤が丘リハビリテーション病院
で主治医として）】基本的診療能力の向上に加えて、リハ
ビリテーション関連職種の指導にも参画します。基本的知

識・技能に関しては、指導医の監視のもと、評価・検査・
治療の大部分を実践でき、専門診療科と連携し、実際の
診断・治療へ応用する力量を養うことを目標とします。

【専門研修3年目（他病院などでコンサルト医・主治医とし
て）】基本的診療能力については、指導医の監視なしでも、
迅速かつ状況に応じた対応ができること、基本的知識・技
能に関しては、指導医の監視なしでも、評価・検査・治療
について中心的な役割を果たし、適切に判断し専門診療科
と連携できることが求められます。

プログラムの魅力　

高い専門性をめざした現代の医学は、臓器別・手
段別に細かくカテゴライズされています。総合的
に「人間」を診療するために多くを学び領域を広げ
ていけば、逆に専門性が薄れていくジレンマに陥り
ます。リハビリテーション医学は「人の生活、暮ら
し」を診療対象として高い専門性を持っています。
そしてその専門の実現のために総合診療を行いま
す。ただしその診療の場は、救急診療や診断学を
中心とした総合診療とは違い、急性期に始まり回復
期・生活期へと脈々と繋がっていく患者の生活に寄
り添い、快適な暮らしを永く支えていく総合診療で
す。障害を負って生活される方や治療方法の見い
だせない神経難病、急増している超高齢の方々が、
住み慣れた自宅や社会に復帰していく手伝いをして
います。そのため比較的ゆったりとした時間で学ん
でいけるため、家庭との両立や体力に自身のない方、

ダブルボードとして学びたい医師や転科をお考えの
先生にも取り組みやすいプログラムになっています。
昭和大学リハビリテーション科は、1991（平成3）
年に開設されました。まだ、リハビリテーション科
がめずらしい存在だった時代です。当時組織として
存在しない診療科に、「診療科がないのなら自分た
ちで作って行こう。」と、1人さらに2人と若い医師
が集い、徐々に医局として体系ができ、開設され
たという歴史があります。しきたりにとらわれず、
より良い診療を追求できる柔軟性があります。
これから日本は、2025年に団塊の世代が75歳を
超え、未曾有の超高齢社会が到来します。急増し
ていく高齢者や障害をもつ方々を支える医療として
のリハビリテーション医学のニーズはますます大き
くなってきています。しかし、日本でのリハビリテー
ション科専門医数はまだまだ少ないのが現状で、十
分なリハビリテーション医療が提供されていないの
が現状です。皆さんの若い力がこの診療科にはぜ
ひとも必要です。若い医師が自らの思いを語り合い、
将来のリハビリテーション医療のあり方や理想を追
い求めるためのプログラムです。
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2025 年度採用　昭和大学専攻医募集要項

応募資格
臨床研修指定病院で卒後２年間の臨床研修を修了した医師。
2025年3月に臨床研修を修了予定の医師。出身大学・臨床研修病院を問わない。

本学への応募方法
【必要書類】
1）履歴書（医師臨床研修センター指定センターホームページからダウンロードが可能です）
2）医師免許証（写：Ａ４サイズに縮小）
3）臨床研修修了証明書または臨床研修修了見込証明書（本学臨床研修者は不要）
4） 推薦状1通（医師臨床研修センター指定）
　 推薦状は臨床研修施設の臨床研修管理委員長、または病院長によるものとする。（本学臨床研修者は不要）
　 ※応募書類は医師臨床研修センターへ郵送またはご持参ください。
　 ※採用・不採用に関わらず、上記の提出書類はお返しいたしません。

選考日時・場所
一般社団法人日本専門医機構が明示するスケジュールに従って実施いたします。
つきましては日本専門医機構の決定があり次第実施いたしますので、
一般社団法人日本専門医機構ホームページならびに本学ホームページをご参照ください。
※選考日時は診療科により異なります。
※選考試験は各施設で行います。
※二次選考は一次選考の応募状況により実施します。

選考方法
選考にあたっては、提出書類をもとに、基本的な臨床能力の習熟度や医師としての倫理性、
医療チームの一員としての協調性など、医師に必要な資質を重要な要素と捉え、
面接・筆記等で総合評価いたします。

個人情報の取扱い
1. 個人情報
　ここでいう個人情報とは、応募書類（願書）に記載されている情報に関することをいいます。
2. 個人情報の利用目的
　応募時にご提出いただいた個人情報は、以下の目的に限り使用いたします。
　この利用目的の必要な範囲を超えて個人情報を使用することはありません。
　（ア）採用の可否、選考結果の通知など採用選考のため
　（イ）（ア）に関し、厚生労働省等関係機関および採用病院間での情報提供や連絡を行うため

　（ウ）応募者の入職後、本学において福利厚生その他労務管理に関する一切の事項を行うため
　（エ）応募者についての統計、分析を実施するため
　（オ）入職後、他施設で研修を行う際の手続きのため
　　　上記以外の目的で、本人の同意を得ずに、第三者への情報提供はいたしません。

申込み・問合せ先
昭和大学医師臨床研修センター事務室事務課　
専攻医・連携病院係
〒142-8777　東京都品川区旗の台1-9-14 教育研修棟1F
電話 :03-3784-8299（直通）
E-mail： s-senkoui@ofc.showa-u.ac.jp
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処　遇

社会保険等

従事すべき業務の内容

研修手当 初年次 約 34 万円（住居手当、宿日直手当、時間外診療手当等の平均金額を含めた見込額）
※平均年収 約 430 万円（見込み）

宿舎 無
住居手当 有（規程に基づき支給、月額最高 24,000 円まで）

食事補助 有（月１回／ 3,500 円）
※施設内食堂等で使用できる 10,500 円分の電子マネーを 7,000 円で購入

宿日直手当 有（実績に基づき支給）
時間外診療手当 有（実績に基づき支給）

通勤手当 有（規程に基づき支給）
賃金締切日 毎月末日
賃金支払日 毎月 25 日（休日の場合はその前日）

賃金支払方法 口座振込
賞与 有（年２回支給）

退職金 無

健康保険・年金 日本私立学校振興・共済事業団に加入する。
雇用保険・労災保険 加入する。
医師賠償責任保険 個人加入する。

健康診断 定期健康診断を毎年実施する。

（2024年4月現在）

雇用期間
３年〜５年間（2025年４月１日開始）　各プログラムにより研修期間が異なります。

常勤・非常勤の別
常勤

休　日
４週８休制、国民の祝日、年末年始、本学の創立記念日、その他指定された日

学会、研究会等への参加の可否
可

休　暇
1. 年次有給休暇：12日（採用初年次）
2. その他の休暇：本学の就業規則による

留意点
1. 専攻医は、本学および研修先の就業規則に従う。
2. �医師としての適性を欠く場合など研修を継続することが困難であると認められる場合には、昭和大

学専門臨床研修（専攻医）委員会において審議する。

病院見学
昭和大学では病院見学を実施しています。
ご希望される方は以下の応募方法よりお申込みください。皆さまのご応募を心
よりお待ちしております。

応募方法
昭和大学ホームページのお申込みフォームより必要事項を記載のうえ、送信し
てください。
URL：https://www.showa-u.ac.jp/PCTC/form/form04.html#/
その他詳しくは昭和大学ホームページをご覧ください。

医師業務
1. 指導医のもとに、担当医として主治医の指示する診療を行う。
2. 主治医が決定した診療計画に基づき、医学的に正しい診療を行う。

勤務時間、始業・終業時刻及び休憩時間・所定外労働・休日勤務、宿日直の有無
1. 一週間の勤務時間：37時間30分 ※連携B水準
　午前8時30分〜午後5時00分（うち休憩時間60分）
　・業務上必要なときには、始業時刻・終業時刻を繰り上げ、または繰り下げることがある。
　・自己のための勉強、学習、研究、図書閲覧などの活動は就労時間としての取扱いをしない。
2. 所定外労働・休日勤務の有無：有
3. 宿日直研修の有無：有

研修条件
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